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本
誌
は
創
刊
号
「
伝
統
医
療
と
国
際
標
準
」
以
来
、
I
S
O
と
W
H
O
で
進
行
中

の
伝
統
医
療
の
国
際
標
準
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
モ
ノ
の
規
格

と
情
報
の
規
格
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
最
新
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

国
際
標
準
策
定
の
場
で
は
、
伝
統
医
療
を
言
葉
で
表
現
し
な
け
れ
ば
議
題
に
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
伝
統
医
療
に
は
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い
情
報
が

多
く
、
常
に
臨
床
、
研
究
、
教
育
、
製
造
、
行
政
な
ど
、
伝
統
医
療
に
携
わ
る
方
々
の

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ISO（国際標準化機構）は、1947年に設立された非営利法人です。ISO が策定した国際規格を
ISO と呼び、国ごとに異なる製品の構造・性能や技術の規格を統一した標準です。紙のサイズや電
池のサイズ、ネジや非常口のマークなども国際標準であり、加盟国の国内標準は国際標準を基礎と
して作成しなければなりません。
　TC249は、ISO の249番目の技術委員会です。事務局は中国・上海にあり、現在６つのワーキ
ンググループ（WG）で国際標準規格が審議されています。

WG1　 天然薬物の安全性
WG2　 中医薬製品の安全性と品質
WG3　 鍼灸鍼の品質および治療や治療効果を除く鍼の安全な使用に関する標準化
WG4　 鍼以外の医療機器の品質と治療や治療効果を除くこれらの医療機器の安全な使用
WG5　 用語と情報の標準化
JWG1　TC215情報科学とのジョイント WG 

　WHO加盟国は死亡率や罹患率の統計に最新の国際疾病分類（ICD）を使用することとなっており、
この第11回改訂版（ICD-11）が2022年1月に発効します。
　今回の改訂で「第26章 伝統医学の病態－モジュールⅠ」が導入されました。世界人口の大多数
は何らかの形で伝統医療を用いていますが、これまでの西洋医学ベースで作られた ICD ではデー
タを収集することもできませんでした。このような情報格差を埋めるためとされています。
　「伝統医学の病態－モジュールⅠ」は、ICD の西洋医学の章との組み合わせ、あるいは単独で使
われることが想定されていますが、国内で鍼灸関連のデータがどのように収集・利用されるかは未
知数です。鍼灸界としては、この伝統医学章を全国的に周知し、現場で積極的に使われるよう啓発
していかねばなりません。
　また、WHO － FIC では、医療行為の国際分類（ICHI）も開発中で、医療介入の分類に鍼灸や手
技が含まれる方向です。
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